
- 1 -

東海古代研究会 令和六年

第289号 2024年9月
会長 ： 畑田寿一
編集 ： 石田泉城 投稿先アドレス：toukaikodai@yahoo.co.jp
ＨＰ ： http://furutashigakutokai.g2.xrea.com/index.htm

朝鮮半島の縄文人
名古屋市 石田 泉城

１ 土器

韓国の國立中央博物館によれば、右図

のとおりBC１万年からBC５千年の間は、

朝鮮半島においては人類の活動の痕跡が

ほぼ無いとされています。(1993年資料)

それ以前の旧石器時代も活動は低調で

あり、朝鮮半島で人類の活動が見られる

ようになるのは、BC５千年で、これはBC

5300年の鬼界カルデラ大噴火と時期が符

合します。この後、南岸を除く朝鮮半島

で、初めて土器が出現し、それは縄文土

器である曽畑式土器の一種と思われる櫛文土器（櫛目文土器）です。
そ ば た し き

櫛目文土器は、表面の模様や粘土に滑石を混入させるという点で、鬼界カルデラ大噴火

後の標式土器である曽畑式土器（熊本県曽畑貝塚）と同じであり、滑石を混入させた胎土
そ ば た し き

は、土器作成が容易で粘土はいわば滑石の「つなぎ」になります。曽畑式土器の発祥地は、

BC５千年の出現期の状況から滑石の原産地がある北部九州と考えられ、ここから周辺に拡

大し、壱岐・対馬・五島列島、福岡平野、朝鮮半島南岸にいたる玄界灘沿岸一帯、さらに

は奄美・沖縄までの広い範囲で出土しています。BC４千年頃になると、朝鮮半島の内陸部

ソウルでも出土しています。それ以前のBC５千５百年頃の西唐津式土器（5450±45 14CBP）

は、北部九州や鹿児島、沖縄（伊礼原遺跡）に出土し、朝鮮半島では南岸のみです。

また、縄文時代草創期の隆起文土器については、北海道や南西諸島を除く全国各地で出

土していますが、半島においては、やはり南岸のみで、そのほとんどは対馬産の粘土が用

いられています。

日本の縄文土器の始まりは、約１万６千５百年前（青森県の大平山元遺跡）であり、世

界最古の土器ですので、朝鮮半島で土器が初めて登場したBC５千年は、日本列島では縄文

土器が盛んに作られていた時期です。したがって、日本列島から朝鮮半島に土器文化が伝

わり縄文土器である櫛目文土器が作られ始めるようになったと理解するのが適切です。
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得てして文化は朝鮮半島から日本列島へのベクトルと思われがちで、そうした論調が多

いですが、縄文土器の状況から見ると、それは明らかに誤りであり、鬼界カルデラ大噴火

後にヒトの活動がほとんど無かった朝鮮半島に移り住んだのは縄文人であり、朝鮮半島で

縄文系の遺物が一番顕著に見られるのは、釜山市東三洞貝塚と周辺の貝塚で、縄文前期の
トンサムドン

曽畑式、中期の阿高式、後期の南福寺式などが出土しています。そして、BC４千年頃には
そ ば た

朝鮮半島中央部にも縄文土器の文化をもたらしたと考えられます。

２ 黒曜石と貝面

佐賀県伊万里市腰岳は、全国でも有数の黒曜石の産地であり、腰岳産

の黒曜石は、九州のみならず、東三洞貝塚を始めとする朝鮮半島南部の
トンサムドン

遺跡で見つかっており、縄文人の活動範囲は、対馬海峡を跨がっていま

す。断面が黒色で不純物がほとんど混じらない質の高いもので、からす

石と呼ばれ、狩猟や調理などの道具として弥生時代にも使われました。

また同貝塚では、熊本の阿高貝塚とそっくりの貝面が出土しています。

朝鮮半島には、BC５千年から縄文人が住み縄文語を話していたので、

日本語と韓国語は、言語の基本となる文法などが似ていると考えられます。ただ、朝鮮半

島は北方民族に繰り返し侵略・支配され、韓国語は日本語と乖離していったと思います。

３ 稲作

（１）水田稲作の開始時期

水分含量が低い米は、籾や玄米として常温のまま保存ができる食物であり、その長期保

存や調理に土器はたいへん有効であり、イネと縄文土器は密接に関係すると思われます。

稲作については、中国大陸や朝鮮半島から日本列島へ伝わったというのがこれまで常識

でした。BC３世紀の中国大陸は、春秋・戦国時代で諸国が乱立し、BC260年の「長平の戦

い」では数万人単位の大虐殺が行われ、また、秦（BC221～BC206年）や漢（BC206年～AD

８年）の統一に伴い数十万人の殺戮があり、こうした大陸の争乱から逃れるために多数の

人々が周辺に移動したとされます。これに伴い朝鮮半島を経て日本列島に水田稲作が伝来

したと説明されてきたわけです。イネ・アワ・ヒエ等の穀物は中国大陸に起源をもち、朝

鮮半島の青銅器文化を通じてBC３世紀に日本へ渡来したとされ、北部九州の福岡県板付遺

跡などで灌漑水田が出現する時期は、同時期とされていました。

考古学では、水路、堰や矢板を用いた畦畔などの水田跡が確認できることをもって、稲
けいはん

作の伝来時期とされ、炭素14年代測定法が利用されるまでは、土器の年代からして、BC５

～３世紀頃に日本列島へ朝鮮半島経由で稲作文化が伝来したという考えが主流でした。

ところが、国立歴史民俗博物館が北九州出土の弥生前期の夜臼Ⅱ式と板付Ⅰ式の土器に

付着していた炭化物について、炭素14年代測定法により年代測定したところ、2730年±40
14CBP（930年cal14CBP）の結果となり、稲作はBC10世紀が始まりと推定されました。ただ、

BC10世紀以降のイネの紛れ込みや海洋リザーバー効果の影響などが懸念されました。

その後、科学的な進歩によってAMS14C法（加速器質量分析の炭素14年代測定法）により

年代測定が迅速になるとともに微量の試料で判定が可能になりました。

福岡県粕屋町の江辻遺跡出土の縄文土器の壁中からイネ・アワ・シソなどの穀物や栽培

植物の種実を多数検出しました。胎土内の炭化穀物は後世の混入が考えられない確実な資

料であり、それらの種実の炭化物の年代測定を行った結果、2763±36年 14CBP の測定年
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代値でした。較正年代では980年cal14CBPと

なります。炭化米やプラントオパールの場合、

炭素14年代測定が国際較正基準よりも古くシ

フトしている場合があるものの、その差は小

さく、年輪年代測定と国際較正基準の差は、

秋田県仁賀保町杉のBC1057-BC997年で15年、

BC992-BC512年で９年程度ですので、本格的

な水田稲作の開始時期は、BC10世紀であると

追認されています。

ところが、こうした炭化米の測定と違って、

土器付着炭化物は、国際較正基準より古い年

代が示され、特に顕著な違いがあるのは紀元

前後からAD４世紀で、最大で200年ほど古い

結果が出ます。箸墓古墳の造成時期は、やや

もすると２世紀ほど新しいことになります。

唐津市菜畑遺跡の水田稲作の時期については、先述のとおりBC10世紀とされていますが、
なばたけ

同遺跡から出土したイネの指標となる山の寺式土器に付着した炭化物には、較正年代をBC

1420～1100年cal14CBP（93％）とする報告（2001今村峯雄民博教授）があり、その結果は

「土器付着炭化物の較正年代の誤差」を考慮しても、BC10世紀の想定よりかなり古い年代

を示していることから、水田稲作開始時期がさらに遡る可能性が大いにあります。

（２）水田稲作の朝鮮半島伝来説

水稲の栽培種である温帯ジャポニカ種の遺伝子配列は、RM1-ＡからRM1-Ｈまでの８種類

あります。中国大陸も日本列島も、RM1-Ｂが最多です。これに対して朝鮮半島では、RM1-

Ｂが発見されていません。つまり、朝鮮半島から水田稲作が渡来したとする仮説は、イネ

の遺伝子RM1-Ｂが朝鮮半島に存在しないことから否定されると私は考えています。

（３）陸稲栽培

私は、水田稲作をもって稲作開始の時期とする考古学のおおかたの考え方にとても疑念

を持っています。というのも、稲作には、水田稲作のほかに陸稲による畑作があります。

初期の稲作は，湿潤な谷地形や湿地林を切り開いた明るい野原にイネのほか、アワ、ヒエ

などを直播きしていた可能性があります。現在でも世界の１割が陸稲栽培です。
じ か ま

明治初期の全稲作面積に占める畑作は，群馬県の32%を筆頭に栃木県、鹿児島県、茨城

県、群馬県で20％以上の作付面積の時代もありました。陸稲栽培は短期間で始められ普及

も容易なのです。ですから、水田稲作より粗放な栽培方法である陸稲栽培が水田稲作の時

代以前にあったと考えるのは自然ではないかと思います。

縄文時代の稲作が水田稲作でなく畑作だったとすれば、考古学上の栽培跡は何も残りま

せんから、考古学的な発掘では日本列島における縄文時代の稲作を証明できません。水田

の痕跡が確認できないと、稲作が存在したとは言わない考古学の限界といえましょう。

これまでに最も古いとされるイネの証拠は、島根県飯石郡飯南町の板屋Ⅲ遺跡から1ｇ

中に数千個、中には２万個以上発見されているイネのプラントオパールであり、細長く彫

刻面に反りがある日本在来系特有の形状を示すキビのほかアワ、ヒエのプラントオパール

が共に見つかっています。炭素14年代測定法でBC10,950年で、その形状から栽培稲と判定

され、これは焼畑による陸稲栽培と考えられています。このほか岡山県岡山市の朝寝鼻貝
あ さ ね ば な



- 4 -

塚からBC４千年のイネのプラントオパール、同県灘崎町の彦崎貝塚からも同時期のプラン

トオパールや炭化米が発見されており、BC４千年に稲作が始まっていたのは確実です。

稲は水がないと育たないわけではなく、板屋Ⅲ遺跡では、温暖で乾燥した風土を好み多

湿を嫌うアワや、畑でも水田でも栽培が可能なキビ、ヒエとともに発見されており、種子

の直播や穴播または穴植栽培する焼畑や雑駁農耕が行われていたと考えられます。
ざつぱく

ただ、こうしたプラントオパールは、水田稲作跡から見つかったものではないので、中

国大陸から飛散した物であって稲の栽培とはいえないと批判する声もあります。

ところが、中国大陸の最古とされるイネは野生種であり、年代も信頼性に劣るものです。

長江の中流域に位置する湖南省にある洞窟遺跡の玉蟾岩遺跡では、発見された４粒のイネ
こなんしよう ● ● ぎよくせんがん

の籾殻を含んだ地層中にあった炭片によりBC１万２、３千年頃のものとされますが、耕作

跡はなく野生イネと考えられています。稲籾自体の炭素14年代測定は現在も実施されてい

ないようです。BC１万年とされる韓国小魯里遺跡の稲籾も野生種と考えられています。
ソ ロ リ

中国大陸において稲作が行われたとされる最古の遺跡は、湖南省澧県陽平原に位置する
れい

彭頭山遺跡で、AMS14C法により炭化米の年代測定が実施され、その出土の籾殻はBC6600年
ほうとうざん

～BC5900年とされます。長江下流域の浙江省跨湖橋遺跡や河姆渡遺跡では水田が営まれ、
せつこうしようこ こ き よ う か ぼ と

出土した大量のイネの籾殻は、BC５千年の地層から出土したとされます。

３ まとめ

縄文土器は、炊飯や籾殻の貯蔵として稲作と大いに関係

があると思います。板屋Ⅲ遺跡のイネのプラントオパール

がBC10,950年の栽培稲であるとすれば、BC１万１千年には

縄文稲作が始まっていた可能性があり、少なくともBC４千

年には日本列島で稲作が行われていたのは確実です。そし

て北部九州の菜畑遺跡（BC980年、土器付着炭化物でBC1420

年）と石木中高遺跡（BC1050年）や半島の玉幌遺跡（蔚山
オクキヨン ウルサン

広域市無去洞玉峴、土器年代で11世紀）にBC11・10世紀の
オクキヨン

水田稲作跡が発見されており対馬海峡を挟み、BC10世紀に

本格的な水田稲作が始まったと考えます。

湖南省の彭頭山遺跡でBC６千年頃に水田稲作が営まれていたのが確実であるとすると、
ほうとうざん

BC11・10世紀の北部九州や半島の水田稲作の開始の年代との隔たりをどう理解するかです

が、稲作と漁労を基盤にした長江文明が３千年前に滅亡したことに伴い、長江から海流に

乗って逃げた人々が、北部九州と朝鮮半島南部に居住する縄文人に水田稲作技術をもたら

したと、現時点では、私は考えています。

現在の国境に惑わされずに、対馬海峡に跨がって縄文人が居住し、稲作文化を共有して

いたと考えれば、水田稲作の始まりを示す遺跡の分布状況について理解しやすいと思いま

す。朝鮮半島には縄文人が住んでいたのです。 以上

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2024年８月末に金澤正由樹氏から、その著作である『古代史サイエンス
２』を書店に並ぶ前に贈呈いただきました。その図書の116頁に「東海の
古代」234号の拙稿「水田稲作は朝鮮半島から伝播か？」から上図の「紀
元前11・10世紀の水田稲作の遺跡」を使用していただきました。少しでも
お役に立てて良かったと思います。この著書は、私の考えと意見が合致す
るところもあります。関心のある会員に貸し出しを致します。
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古日本民族の言語アクセント形成（仮説）
―韓国方言および京阪式アクセント地帯のアクセント形態の比較を通してー

刈谷市 酒井 誠

まえがき

前回の発表において、日本列島に分布する方言アクセントの各種形式を理解してもらえ

たものと思う。日本の中央部分には、京阪式方言アクセント地帯があり、その周辺には東

京式方言アクセント地帯が控える。さらにその外側の東北の宮城、茨城県および九州の中

央部には、無アクセント地帯が見られる。
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このような方言アクセント分布をみると、私が疑問に思うことは、東京式アクセントは、

京阪式アクセントから生み出されて、さらに無アクセント地帯も東京式アクセントから作

り出されたという仮説そのものである。服部四郎氏や金田一春彦氏の第一級の言語学者が

長い間そのように述べ続けて、その意見が定説化されている。

しかし、一方では、無アクセント地帯は、京阪式アクセントの影響が少なく、言語全般

に対しても、方言に刺激を受けていない場所であるとする意見もある。私は、まさにその

影響が少ない場所は、ひょっとするとはるかな古代からの縄文言語を残している地域では

ないかと考えている。

もう一つの疑問は、日本の中央部にあって新しい方言を生み出している京阪式アクセン

ト地域は、どのようにしてアクセントを手に入れたのかということである。もともとアク

セントが存在しないならば、その周辺部への言語の伝達で、アクセントの存在しない言語

が伝播されて、日本中がアクセントの存在しない言語となっているはずである。ところが

そんなことはないので、京阪式アクセントは何らかの刺激や原因があって初めて生まれた

ものと考えるのが筋である。

そして一番最期の疑問は、奄美地方や沖縄地方の琉球方言の三母音化をたどった変化の

謎である。

１ 「濊」を日本言語の故郷とする仮説

初めに、日本列島のアクセント構造を考える前の先行研究として、小倉進平氏の弟子で

韓国言語学者の河野六郎氏（東京教育大学名誉教授）や河野氏の弟子である伊藤英人氏（専

修大学教授）の唱えている説を紹介しなくてはならない。それは日本語は朝鮮半島に以前

あった「濊（わい）」の国で使っていた原日本語が、大量移民とともに日本列島に入って

きたという仮説である。伊藤氏は河野氏の考えを受け継いで研究を進め、高句麗が占領し

ていた地域には、朝鮮系日本語の影響が見られると言われる。すなわち、漢字で地名が表

記してあっても、地名を訓読みにしないと読めない地名らしい。また、高句麗語の数詞は、

日本語の中で生きていることはよく指摘されている。「三＝蜜」「七＝難隠」「十＝徳」な

どである。そして、その「濊」なる国の人々は、高句麗、新羅、伽耶の中に入って生活を

し、主に漁業、農業を行って、朝鮮半島に進出した楽浪郡や帯方郡との交易に活躍したと

言われている。そのため「濊」は、原日本語国家であると述べ、その当時の古代「濊言語」

を推察して日本語とのアクセントの共通性を見つけ、最期には、その原日本語を持った

「濊」こそが日本言語の故郷であるかのように述べられる。そうした「原日本語」を持っ

た「濊人」が大挙して日本列島を目指したと言われるのである。しかも、その移民の数が

150万人以上で、列島に住んでいた「濊人」は全体の２割と算定し、渡来人のうちの８割

を「濊人」と見積もっている。この考えを聞くと、伊藤氏は、なぜか「河野六郎教」が染

みついてどうすることもできない学者のように見えてくる。ここには大きな問題が二つ横

たわっている。一つは考古学的な視野から見た「濊人」と「日本列島内の人々」との関係

である。伊藤氏は、この日本列島人の方言について全く触れていない。その150万人の使

っていた方言が寸分たがわずに、日本列島に拡散したような考えであることに驚く。明ら

かに日本列島には縄文系の人々が住んでいて、しかもそれなりの方言を話していたとみる

のが常識である。

次の問題になるのが、その「濊人」の移動ルートである。BC108年に楽浪郡が設置され

て半島内に多くの漢文化が入ってきたと思う。そして、AD313年に帯方郡は高句麗によっ
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て滅ばされる。その周辺に位置した新羅、百済、高句麗、伽耶、濊などが漢字文化の影響

を受けたことはわかるのであるが、その中でとりわけ「濊」が影響を強く受け、しかも原

日本語を話していて、都合よく大挙して列島に移民を行ったとなるととても賛同できない。

２ 方言アクセントの誕生地はどこか？

他の学者が強くは言わないのであるが、私は、紀元前の時代から韓国がシナとの交流の

中で、漢字文化（四声）と接触し、韓国の地にアクセントを根付かせたとみている。その

後の楽浪郡や帯方郡の朝鮮半島への進出が、韓国内にアクセントをさらに確実に誕生させ

た原因と考える。現在の韓国の言語のアクセント分布を見てみると、アクセントの存在す

るのは、慶尚道（新羅地域）から北朝鮮領内を飛ばして、中国領朝鮮自治区・延辺地区に

なる。北朝鮮領に含まれる「濊」の国は調査できないが、おそらく現在もアクセントの存

在する方言を話していることが考えられる。つまりは、慶州から日本海に沿ってアクセン

トを使った方言が分布しているのである。

このように新羅より北に位置する所にある「濊」なる国の民衆が新羅や伽耶に居住して

いたとしても、その民衆だけが150万人も移民してくることは考えにくいし、我々は過去

の歴史でそのようなことを検討したこともない。「濊」といえば、『魏志』倭人伝の中にわ

ずかの記述があるだけの国である。さらに、我々ならここで、考古学的な視野に立って話

を進めるが、伊藤氏は、朝鮮半島の遺跡の比較などは行っていないのである。私は、慶尚

南道の慶州から伽耶の地域を見渡すと、東三洞貝塚遺跡、福泉洞遺跡、勒島や欲知島など

の島嶼遺跡の出土品が浮かぶ。慶州の古墳からは、輝く王冠が出土して、そこには日本製

のヒスイがちりばめられている。勒島からは、長崎県の壱岐との交易を思わせる出土品が

出てくる。特に、黒曜石は半島側ではあまりとれないために、佐賀県の腰岳産のものが出

土する。一方、わずかではあるが、北九州では産出しないはずのアマゾナイト製の勾玉や

玉が出土している。また、近年は、朝鮮半島の南部の縄文時代の遺跡より、D1a２a（旧D2）

の縄文人のＹ染色体遺伝子が相次いで見つかっている。明らかに朝鮮半島南部にも縄文系

の人々が生活していたことがわかっている。

３ アクセントの誕生の地は新羅

こうしてみると、日本列島にアクセントを運ぶ可

能性のあるのは、新羅か百済ということになる。確

かに、『日本書紀』や多くの文献を見ても百済の方が

つながり強そうに見える。光仁天皇の妻の高野新笠

は、百済の王族の出身と言われる。しかし、地図上

で見ても新羅の方が北九州には近距離にあり、実際

の遺物の比較で考えても、新羅の方が圧倒的につな

がりが大きいと思う。列島内に残る積石塚古墳は、

新羅系の古墳とみられる。「白村江の戦い」の前夜、

善徳女王の次の王になる金春秋は、一時期、日本に

人質になっており、そのあとで、唐に出向いて、「白

村江の戦い」を仕掛けた。しかし、そのあとには、

日本との国交も回復して自ら武烈王になる。遣新羅使は、渤海国以上に内緒で行われた。

遣百済使は、行われていない。



- 8 -

こうして、朝鮮半島の中でもアクセントを持った方言である「新羅方言」が、何年もか

けて、対馬海峡を渡って日本列島に押し寄せて、列島内では新羅の知識人は重宝されて、

権力集団に利用された。したがって、中心になる近畿圏（京阪神地方）の中で、今までに

は存在しなかった京阪式方言にアクセントを生み出し、「新京阪式アクセント」を誕生さ

せたとみる。

一般的に 単語は、高く始めて下げていく。高をH、低をLで表現すると音節が２つのと
きはHLであり、音節が３つのときはおよそ最初にアクセントがあり●〇○（HLL）となる。
ところが、中世の京阪式アクセントの特徴は、三文字の単語で他の地域には存在しない●

●〇（HHL、小豆、女）のアクセント形態を持つ。現在の慶尚道地区は、対馬、壱岐、筑

前糸島地区と過去においては結びつきが強かったが、今は、対馬などの地区は、東京アク

セント多型（N型）となっていてアクセントの型が異なる。これらの地区の方言には、●

●〇型は、含まれていない。新羅から渡来人によって新羅語とアクセントが列島内に持ち

込まれた時代とは変化しているのである。

慶尚道方言アクセントは、すべての地区に特色あるHHLのアクセント形式を持つ。例と

して虹を意味するハングルは「무 지 개 」（mujigae）で、その三文字の共通アクセントは、

●●〇（HHL）である。それが、対馬、壱岐、筑前糸島地区に来ると、HLLであり慶尚道方

言アクセントの形態は全く存在しない。

これはあくまでも現在の慶尚道アクセントと中世の京阪式アクセントを比較したもので

あるから、慶尚道アクセントが古代から形を変えていないとすると、そのアクセント形式

が列島内の京阪神地区に持ち込まれてから、後々京阪式アクセントを変化させてその影響

で東京式アクセントを形成し、中国地方から九州北部までその東京式アクセントでふさい

だと見ることができる。

４ 今後の課題

ここまでは、あくまでも私の仮説でり、この仮説を補強するためには、古代新羅方言ア

クセントと中世以前の京阪式アクセントを比較する必要がある。万一、慶尚道地区も京阪

地区も古代よりそれほどのアクセントの変化がないとするならば、列島内でアクセントを

形成した要因として、慶尚道地区の人々の渡来は大いに考えられることである。今までは

名詞についてのみ対象に研究してきたが、他の品詞のアクセントについても考えてみたい。

参考文献

日本の方言（アクセントの変遷とその実相）：金田一春彦編

日本語アクセント入門：松森晶子編

韓国語慶尚道諸方言アクセント研究：姜英淑（강 영 숙 ）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■ 前回の例会の話題

・古代信仰の原初の姿（仮説）
刈谷市 酒井 誠

・ヤマト政権の神社神道の創作から活用の歴史
（仮説） 刈谷市 酒井 誠

・古代阿曇氏の発祥地について
東海市 大島秀雄

・宇家良（うけら） 名古屋市 石田泉城
■ 例会の予定
１ 日時 令和６年９月１５日(日)13時半～
２ 場所 名古屋市市政資料館（参加料500円）

■ 来月以降の例会
隣のウィル愛知が工事中のた
め会議室の確保が難しくなって
います。開催日をお間違えなく。
10/12(土)、11/17(日)、12/15(日）

■ 投稿締切り日 ９月２６日(木)

■ 投稿文の注意

・投稿文は簡潔にまとめてください。
・文字はMS明朝体12ﾎﾟｲﾝﾄでお願いします。
・画像は300kb程の図を別添してください。


